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定する c また、各熱浴から系へ流れ込む熱流をみ(t)ぅJz(t)と書き、時刻。から tの関iこ系に流れ
込んだ熱誌の覆分値(エネルギー移動量)を Q1(0ぅt)等と書く。詩に系が (s1うおうりで指定され







S(s'， s'， y')-S(えs，ジ)= s[Q1 (0， T)+ Q2(0ラア)]十0(82) 、 ???????? 、 、
ここで、 S~まエントロピー、 6 は階段操作の轄を代表する蕪次元量である。(倒え~;f' y' /ν-1等)
3 過剰熱
式 (1)を非平爾定営状態、 (β1手応)に拡張することを考えよう。単純な拡張












8(si， ß~) 〆) -8(s1ぅ82ヲジ)= s1Q!X(0ぅT)+ ß2Q~X(0 ， T) + 0(E26)十0(62) (4) 
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